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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第76期

第１四半期連結
累計期間

第77期
第１四半期連結
累計期間

第76期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 9,723 11,516 44,768

経常利益（百万円） 578 1,169 3,856

四半期（当期）純利益（百万円） 447 772 2,504

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 476 542 3,207

純資産額（百万円） 20,608 23,405 23,077

総資産額（百万円） 45,783 47,551 48,212

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 15.23 26.33 85.34

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 43.4 47.7 46.4

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

当社グループは、当社及び子会社12社及び関連会社２社で構成され、日本と海外におきましては自動車部品等製造

事業、さらに日本においては不動産賃貸事業を営んでおります。

　当第１四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主要な関係会社の異動は、次のとおりであります。

＜自動車部品等製造事業＞

平成24年4月に、中国の長春一汽四環汽車制動器有限公司との合弁会社Changchun FAW Sihuan TBK Co., Ltd.（持

分法非適用関連会社）を設立しました。　

＜不動産賃貸事業＞

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの関連するトラック製造業界では、国内においてはエコカー

補助金や震災の復興需要もあり、普通トラック（積載量４トン以上）の国内登録台数は、15,310台と前年同期比

228.5％の増加となりました。

また、海外市場への輸出も、アジアを中心に堅調な需要に支えられ、順調に推移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループの当第１四半期連結累計期間における連結売上高は、115億16百万円（前

年同期比18.4％増）となりました。損益面におきましては、連結営業利益は11億24百万円（前年同期比107.8％

増）、連結経常利益は11億69百万円（前年同期比102.2％増）、連結四半期純利益は７億72百万円（前年同期比

72.8％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

　日本における自動車部品等製造事業は、売上高は95億40百万円（前年同期比20.3％増）、営業利益は10億66百万

円（前年同期比86.6％増）、不動産賃貸事業の売上高は前年同期と同額の売上高１億34百万円、営業利益は53百

万円（前年同期比8.8％増）となりました。

　また、アジアにおける売上高は21億76百万円（前年同期比8.5％増）、営業利益は２億68百万円（前年同期比

22.8％増）、北米における売上高は２億69百万円（前年同期比55.8％増）、営業損失は８百万円（前年同期は営

業損失26百万円）となりました。

（２）財政状態の分析

（資産）

　総資産については、前年度末比1.4％減の475億51百万円（前連結会計年度末は、482億12百万円）となり６億61

百万円減少いたしました。この主な要因は、前年度末に比べ、出資金の増加４億96百万円、現金及び預金の減少６

億45百万円、受取手形及び売掛金の減少１億94百万円、減価償却費を中心とした有形固定資産の減少２億24百万

円及び投資有価証券の減少２億36百万円を加味したことによるものであります。

（負債）

　負債については、前年度末比3.9％減の241億46百万円（前連結会計年度末は、251億35百万円）となり９億88百

万円減少いたしました。この主な要因は、前年度末に比べ支払手形及び買掛金の減少２億62百万円、賞与引当金の

減少３億63百万円、長期借入金の減少３億80百万円を加味したことによるものであります。

（純資産）

　純資産については、前年度末比1.4％増の234億５百万円（前連結会計年度末は、230億77百万円）となり３億27

百万円増加いたしました。この主な要因は、四半期純利益計上等に伴う利益剰余金の増加（５億67百万円）に、株

価下落等の影響によるその他有価証券評価差額金の減少１億49百万円を加味したことによるものであります。こ

の結果、自己資本比率は前年度末46.4％から47.7％となりました。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における自動車部品等製造事業の研究開発費総額は、２億66百万円であります。ま

た、このうち新商品の開発にかかる金額は４百万円であります。なお、当第１四半期連結累計期間において、当社

グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状

と見通しについて重要な変更はありません。

（６）経営者の問題認識と今後の方針について

　当第１四半期連結累計期間において、当社の経営者の問題認識と今後の方針について重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 76,000,000

計 76,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 29,424,635 29,424,635
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は1,000株で

あります。

計 29,424,635 29,424,635 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 29,424,635 － 4,617 － 250
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（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
　（自己保有株式）

普通株式 　　　82,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 29,174,000 29,174 －

単元未満株式 普通株式　　　168,635 － －

発行済株式総数 29,424,635 － －

総株主の議決権 － 29,174 －

 

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社ＴＢＫ

東京都町田市南成瀬４－

21－１
82,000 － 82,000 0.28

計 － 82,000 － 82,000 0.28

２【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ＴＢＫ(E02201)

四半期報告書

 6/16



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平

成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,726 2,081

受取手形及び売掛金 11,703 11,509

商品及び製品 906 842

仕掛品 890 794

原材料及び貯蔵品 1,217 1,193

繰延税金資産 428 522

その他 409 366

貸倒引当金 △26 △25

流動資産合計 18,255 17,284

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 17,088 17,095

減価償却累計額 △8,075 △8,209

建物及び構築物（純額） 9,013 8,885

機械装置及び運搬具 24,679 24,651

減価償却累計額 △18,998 △19,078

機械装置及び運搬具（純額） 5,681 5,572

土地 9,926 9,916

建設仮勘定 895 935

その他 7,066 6,984

減価償却累計額 △6,316 △6,252

その他（純額） 750 732

有形固定資産合計 26,267 26,042

無形固定資産

ソフトウエア 60 57

その他 56 59

無形固定資産合計 117 116

投資その他の資産

投資有価証券 2,090 1,854

関係会社社債 683 683

出資金 228 725

繰延税金資産 299 394

その他 385 561

貸倒引当金 △16 △17

投資損失引当金 △98 △93

投資その他の資産合計 3,572 4,107

固定資産合計 29,957 30,267

資産合計 48,212 47,551
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,830 6,567

短期借入金 2,749 2,552

1年内償還予定の社債 200 200

リース債務 98 98

未払法人税等 766 435

賞与引当金 707 343

役員賞与引当金 100 12

設備関係支払手形 542 575

その他 1,180 1,828

流動負債合計 13,175 12,614

固定負債

社債 200 200

長期借入金 2,153 1,773

リース債務 158 145

繰延税金負債 280 268

再評価に係る繰延税金負債 2,694 2,694

退職給付引当金 2,614 2,632

長期前受金 465 458

長期預り保証金 2,020 1,987

長期預り敷金 1,344 1,344

その他 27 27

固定負債合計 11,959 11,531

負債合計 25,135 24,146

純資産の部

株主資本

資本金 4,617 4,617

資本剰余金 250 250

利益剰余金 12,650 13,217

自己株式 △28 △28

株主資本合計 17,489 18,056

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 560 410

土地再評価差額金 5,008 5,008

為替換算調整勘定 △674 △805

その他の包括利益累計額合計 4,893 4,613

少数株主持分 694 735

純資産合計 23,077 23,405

負債純資産合計 48,212 47,551
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 9,723 11,516

売上原価 8,404 9,556

売上総利益 1,319 1,959

販売費及び一般管理費 778 835

営業利益 541 1,124

営業外収益

受取利息 0 2

受取配当金 7 9

作業くず売却益 34 31

為替差益 6 21

投資損失引当金戻入額 21 4

その他 23 13

営業外収益合計 93 82

営業外費用

支払利息 52 35

その他 3 2

営業外費用合計 56 37

経常利益 578 1,169

特別利益

固定資産売却益 7 0

特別利益合計 7 0

特別損失

固定資産売却損 － 7

固定資産廃棄損 2 1

特別損失合計 2 9

税金等調整前四半期純利益 583 1,161

法人税、住民税及び事業税 234 468

法人税等調整額 △129 △124

法人税等合計 104 343

少数株主損益調整前四半期純利益 478 817

少数株主利益 31 44

四半期純利益 447 772
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 478 817

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 76 △149

繰延ヘッジ損益 2 －

為替換算調整勘定 △80 △125

その他の包括利益合計 △1 △274

四半期包括利益 476 542

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 444 492

少数株主に係る四半期包括利益 32 50
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 597百万円 572百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月13日

取締役会
普通株式 146 5 平成23年３月31日平成23年６月22日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月11日

取締役会
普通株式 205 7 平成24年３月31日平成24年６月20日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
日本

アジア 北米 合計 調整額(注1)
四半期連結財
務諸表計上額
(注2)

自動車部品等
製造事業

不動産
賃貸事業

売上高及び営業損益        

(1)外部顧客への売上高 7,867 134 1,551 170 9,723 － 9,723

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
65 － 453 2 521 (521) －

計 7,932 134 2,005 173 10,245 (521) 9,723

セグメント利益又は

損失（△）
571 49 218 △26 813 (271) 541

（注）１．セグメント利益の調整額△271百万円には、セグメント間取引消去△11百万円と、各セグメントに配分していな

い全社費用△260百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社総務部門等に

係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
日本

アジア 北米 合計 調整額(注1)
四半期連結財
務諸表計上額
(注2)

自動車部品等
製造事業

不動産
賃貸事業

売上高及び営業損益        

(1)外部顧客への売上高 9,435 134 1,679 266 11,516 － 11,516

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
104 － 497 3 605 (605) －

計 9,540 134 2,176 269 12,121 (605) 11,516

セグメント利益又は

損失（△）
1,066 53 268 △8 1,380 (255) 1,124

（注）１．セグメント利益の調整額△255百万円には、セグメント間取引消去22百万円と、各セグメントに配分していない

全社費用△278百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社総務部門等に係

る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 15円23銭 26円33銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 447 772

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 447 772

普通株式の期中平均株式数（千株） 29,343 29,341

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成24年５月11日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ) 配当金の総額 　205百万円

(ロ) １株当たりの金額 　７円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日 　平成24年６月20日

(注)　 平成24年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月８日　

株式会社ＴＢＫ

取締役会　御中

有 限 責 任　あ ず さ 監 査 法 人

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 椎　名　　　弘　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 春　山　直　輝　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＴＢＫの

平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。
　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＴＢＫ及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。
　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

    期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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